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f科學と模型ク編輯

構 成

・・

「
今
Ｌ
何
と
力
彊
い

一
毎
モ
有
す
雷
翼
＝

専
は
過
去
よ
■
未
宋

ム．無
限
二
有
る
が
「

鷲
書
十
意
味
で
云
ヘ

ぼ
博
は
此
の
計
―
無́

れ
な
い
犠
め
て
駆
か

い
此
の
一
瞬
、
之
が

書

・
，
、
の
相
れ
得
る
只

一
′″の
時
で
あ
り
ヽ

・す
。

イ
・
像
大
な
る
ｔ
責

は
現
在
の
努
力
の
集

績
で
魔
♪
い
現
在
の

努
力
は
不
定
形
お
未

茶
セ
雄
渾
十
史
衰
と

し
て
形
成
‐
ノ
て
行
く

物
な
る
た
惟
ふ
時
『

吾
ブ、
は
幾
多
発
輩
の

戒
し
た
業
締
々
缶
ク

そ
れ
を
基
三
し
て
警

構
想
ャ
・緞
い
、
此
ｏ

一
瞬
ル
ル
を
腎
力
し

一
一
■
壺
〓
霊

一

続・ユ
な

，
一一〓〓＝一〓〓〓〓薇華

嘲劇博瀕轟浦出＝韓ィ＝川一Ｈ〓〓琳

島
原
像
遵
セ
蔵
る
…
…
田
栞

優ヽ

一　
日

第

一
列
車
恵
記
…
…
…
八
未
　
　
明
　
七

噺
幹
線
の
断
穂
…
…
…
大
和
国
三
郎

一〇

電
気
ロ
ー
ス
ソ
「
一
薇
軽

‐‐‐
・

四
郎

一日

モデ
ルト
「「
）
「
卜い桁けの圏磁“
天

ピ
ー
ム
コ
ムポ‐７．・Ю
略
”
購
　
四
郎
二一

Ｄ
型
タ
ン
ク
機
関
車
…

・
八
木
　
　
明

二二

Ｇ
２
ガ
ソｒ́…ン一
環職
潮膊
。銀
聯
・モ

苦
晴

工
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鍔
　
ヽ
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暉

′１
並
び
督
る
、

休
車
つ
群
ら
い
ｌ
わ
ず
，ヽ

●
岐
阜
で

一
殿
長
良
川
、

天
下
分
目
の
職
場
ｔ
、

迂
回
櫻
路
で
突
愛
し
て
、

柏
原

。
長
岡

・
曜
ケ
井
ど
、

下
ク
″
坂
０
一
走
り
、

着
く
や
米
原
湖
開
入
１，
。

・
●
換
え
る
機
開
車
爆
路
庫
０
、

．芳根嗜純凱
臓̈脇いしき、

ア
　

嗣
田
の
唐
榛
債
菫
Ｌ
。

レ
イ
ヨ
ン
エ
場
の
燿
突
颯

は )
日
ま

え

一́

畿

疎
枯
盤
衰
世
の
常
な
る
公
理
は
日
本
こ
は
適

用
さ

・れ
ぬ
と
の
藩
手
な
僚
定
の
下
三
薦
民
を

駆
■
立
て
、
敗
晟

街
道
轟
進

ウ
達
■
■

・、
た
昭
和
十
二
年

の

一
昔
、　
之
を
無
此
判
に
疑

■
大
津
吉
１
■
付
き
ぬ
ｏ

●
静

〕
サ

‐
ビ

、̈
ｒ
一
″
曲
、

過
こ
」
質
ｔ
フ
ト
忘
れ
、

二
大

ト
レ
ネ
ル
わ
け
ち
無
て
．

下
，
坂
ヒ
ば
天
降
り
ヽ

加
茂
ｏ
清
流
渡
る
時
、

平
安
京
に
早
着
き
ぬ
。

●
京

。
大
阪
ｏ

一
コ
ー
ス
、

四
年
趣
ひ
し
思
ひ
出
き
、

早
日
汝
二
宮
し
て
、

淀
川
の
播
程
き
無
＜
い
・

暮
色
河
く
立
ち
込
む
る
．

■
番
ホ
ー
ム
に
横
付
す
。

p

フ
ト
費
に
反
〓

」

私
は
■
ｔ、
公
用
書

「
を
雨
手
に
、
今

日

一
日
の
威
異
を

ま
と
め
つ
ゝ
、
大

餞
局
の
文
横
ル
洒

―‐
大
顧
貨
物
縣
ら

北
端
ル
踏

つ
■

入
換
用
Ｉ

Ｃ
馬
の

吐

・‥
白

い
湯
氣
ｏ

書
二
は
け
ま
さ
れ

入
れ
泥
沼

一

入
夕
込
ん
だ

硬
民
登
催
０

罪
て
軽
く
無

い
け
れ
ど
我

日
の
産
業

・

経
済
共
最
高

こ
遊
し
た
の

は
Ｆ
贅
で
あ

挙

頭
一一働
ノ

新
幹
視
機
ノ
断
相
、
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に
主
奮
糧
　
　
　
受
ら
れ
た
０
は
静
か
つ
た
粋
善

あ
舛
一
■
　
　
　
を
ど
理
静
し
て
〓
奪
人
忙
■
か

つ
た
機
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

元
つ
軍
事
々
業
で
あ
っ
た
本
題
は
今
や
忘

出
渇
「
は
わ
幌
串
軍
囃
“
椰
一
裁
靴
憮
療

Ｄ・６４

職
諄
国
と
云
へ
料
畢
的
こ
未
限
な
鮮

・
濤

Ｈ

・
囃

・】七
筆
的
な
る
事
は
疑
●
無
く
、
今

こ
七
櫓
携
え
共
榮

め
業
を
共

に
し
斯
鼈

「

東
藤
輪
顧

一
一二の

一
部
ｔ

し
て
成
立
す
べ
き

還
埼

ヒ
書
ふ
蹴
推
ゝ
時
霧
舞
設
♂
併
行
し

て
量
理
化
す

る
な
ぼ
穏
射
必
要
で
あ
る
ｔ

，感
じ
ま
す
。
新
く
考
ふ
持
鐘
芸

＠
碑
大
な

ｋ
行
民

の
下
鏡
々
の
目
窯
的
綸
陣
こ
張

つ

て
歓
し

い
に
も
不
拘
．
齢
夕

に
し
自
主
佳



２

．

無
く
彙
颯
の
乏
し
い
事
二
慣
激
を
繁
じ
得

わ
の
で
す
。

此
，の
機
合
に
自
分
の
考
え
て
居
る
尤
大
な

「
新
幹
線
の
情
想
」
よ
う
共

の
一
部
を
提

供
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

□
盤
機
線

の
最
大
限

菫
数
年
末
の
日
鍮
の
利
用
度
は
共
の
最
大

鶴は‐．晦π穐娩̈
「一鳳鯨もぁる″４０摯

０。［一一「一中一】中」一輯「一一一

事
を
整
む
。

①
然
ら
ば
之
が
埼
積
が
列
車
ホ
数
増
加
に
依

ら
う
が
共
の
限
度
は
明
ら
か
で
昭
和
十
六

年
頃
が
最
高
で
す
。

Ｏ
昨
字
軸
試
は
“
屯
迄
趣
し
て
居
る
が
貯
客

最
高
速
度
で
通
過
し
得
ぬ
所
が
多
い
。

①
叉
引
張
力
は
　
０
饉
口
■
雷
●
打
・　
Ｕ
腱

ｎ
毬
８
宰
『
迄
し
か
利
用
す
る
事
が
出
来

な

い
。

Ｏ
線
路
が
よ
く
無
い
か
ら
同

一
計
計
の
標
準

“

軌
ぽ
織
∴
い
出
力
が
劣
る
故
■
し
く
不
経

旺

済
■
ず
。

０
現
在
よ
卜
張
力
機
は
全
長
を
増
す
以
外
に

無

い
が
、
之
は
０
０
０
に
於
て
否
定
さ
れ

ま
す
。

０
結
ｎ
す
る
所
よ
勒
コ
諄
わ
撻
置
創
出
科
施

方
艤
の
張
化
よ
り
外
無
い
ｌ
私
は
思
い
ま

一
，

０

簿
勲
後
ｏ
根
闘
車
製
造
は
∪
田
・
Ｃ
●
『１
８
の

み
で
υ
紹
の
如
き
は
特
別
休
率
多
く

「
午
時
ヘ

の
立
直
」
が
■
く
感
ぜ
ら
れ
、
蒙
で
私
は
次
の

形
式
と
考
え
ま
す
。

ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
麹
拝
覇
８
ｏ
動
輸
を
組
み
合
せ
た

物
で
宅
教
や
食
品
織
途
用
Ｌ
供
す
る
念
費
用

で
あ
夕
ま
す
。
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Ｚ
”
８
肝
勾
己
連
槙
Ｅ
間
用
と
し
て
近
代

破
針
を
雄
し
た
タ
ン
タ
根

‘Ｄ
構
想
、
今
日

繊
で
計
薇
中
の
日
８
で
す
。
　
‘

日
初
期
の
新
幹
線

現
行
０
勒
は
狭
性
と
雖
ｔ
標
準
帆
測
車
輛

こ

巾

」̈
於
て
は
大
し
て
鯉
ら
な
い
が
、
只
高
ギ

に

於

て

二

尺

■

一夕
の

み

で
今

っ

っ

認

級

は

共

の
住
利
用
出
来
ま
一ｂ

春
車
ｉ、
種
構
造

ヒ
用
ひ
ｔ
鉤
な
れ
１
・‥現
行
の

基
盤
で
充
分
で
あ
り
、
賃
事

・
ヮ
キ
及
テ
キ

親
の
大
い
さ
の
物
の
み
考

■
れ
ば
充
分
で
。

之
等
■
叉
改
め
て
隣
逃
■
ぎ

′́
が
、
能
率
”

考
え
八
ど
・ヽ）́
¨̈
“三
■
等
た
．頭
こ
入
れ
て
置

ヽ

べ
き
で
せ
う
。
稜
醐
車
と

け
て

，
ｃ
８
１
族
ネ
列
車
用
。

〓
じ

，
１
糧
ｔ
物
列
車
用
。

〓
‘
彗
―

一
般
貨
物
列
車
用
。

●
じ
８
Ｌ
Ｅ
ｉｌｌ
列
車
用
。

（
路
省
時
）

〓
〓
さ
―
勾
配
〓
列
車
用
。

何
れ
も
Ｕ
紀

レ
基́
礎
と
し
て
居
り
ま
す
が
、

何
の
制
肘
も
無
く
充
分
に
設
計
し
得
る
事
が

鯨
二
さ
れ
ま
せ
う
。
　
　
　
，

ヽ」

日

新
幹
線

の
成
長

幹
く
世
界
が
落
付

口
で
前
記
力
物
で
は
物
足

ら
す
三
千

・
四
千
潟
力
の
物
が
生
Ｌ
る
■
も

法
菖
疋
ｆ
・十
ｂ

呂
し
ヾ
＝

一
敬
列
車
用
。

国
じ
田
ｉ
勾
配
匡
眼
客
用
。
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鱚

Ｚ
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８
Ｉ
々
邑
連
機
二
間
用
と
し
て
近
代

腱
針
を
■
し
龍
タ
ン
タ
機
つ
構
想
、
今
日

ｎ
■
計
姜
中
の
日
ち
で
す
。
　
′

□
初
期
の
新
幹
線

現
行
０
勒
は
狭
軌
と
難
も
標
準
帆
蘭
車
輛

こ

・中
に
於
て
は
大
し
て
饉
ら
な
い
が
、
只
高
さ

に
於
て
二
尺
冷
ｒ
の
み
で
今
つ
り
認
社
は
共

の
住
利
用
出
来
ま
す
。

容
草
ム
軽
構
造
を
用
ひ
７．．勒
な
れ
に
現
行
の

基
盤
で
充
分
で
あ
夕
ら
貨
事
ト
ワ
■
及
チ
キ

級
の
大
い
さ
の
物
の
み
考
え
れ
ば
克
分
で
。

之
年
は
叉
改
め
て
錦
述
し
ま
ｒ
が
、
能
率
Ｉ

考
え
、（
ｃ
』̈
ｒ̈
す̈
」
■
．
等
■
頭
Ｌ
入
れ
て
置
く

べ
き
で
せ
う
。
捜
闘
軍
と
し
て

目
の
摯
―
族
字
列
車
用
。

目
じ
摯
―
範
貨
物
列
車
用
。

国
”
摯
―

一
餞
貨
物
列
車
用
。

ェ
コ
８
Ｉ
Ｉ
語
列
車
用
。

（
梅
省
時
）

冒
騎
８
Ｉ
勾
配
Ｅ
列
車
用
。

何
れ
も
∪
紹
ヒ
基
礎
と
し
て
居
り
ま
す
が
、

何
の
制
肘
も
無
く
充
分
ｔＩ
設
計
し
得
る
革
が

鯨
二
さ
れ
ま
せ
う
ｏ
　
　
　
，

ゝ
日
新
幹
線
の
成
長

締
く
世
界
が
落
付
け
で
前
記
わ
物
で
は
物
足

ら
十
三
千

・
四
千
潟
力
の
物
が
生
じ
る
事
も

必
定
で
す
。

ェ
し
Ｎ
＝

一
般
列
車
用
。

目
じ
田
―
勾
配
Ｅ
族
客
用
。

同

一
ボ
イ
ラ
ー
を
利
用
し
て
、
ロ
ロ
】
も
出
来

れ
ば
２
Ｍ
動
輪
の
費
二
も
考
え
ら
れ
。
本
車

位
で
限
界
Ｌ
衡
餘
格
が
あ
る
か
ら
必
要
な
れ

は
約
六
千
馬
力
位
の
■
可
能
な
わ
け
で
責
Ｌ

群
力
で
あ
り
ま
す
。（

以
下
三
十
二
買
へ
崚
く
）

手軍
=軍

電群走土―t壁二督
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ン
タ
ー
」
を
固
定
さ
せ
る
方
法
で
す
。

こ
の
移
動

「
セ
ン
タ
ー
」
は
恰
度
旋
盤
の
雀

篠
豪
の
様
に
な
つ
て
い
う
つ
け
で
す
Ｐ
そ
れ

で
お
判
ｂ
〓で
し
ょ
ぅ
。

Ｘ

　

　

　

　

Ｘ

　

　

　

　

Ｘ

以
上
と
り
と́
め
の
な
い
晩
明
で
し
た
が
筆
者

用紺
瞥
鯉
潜
Ｆ
奮欝
鷲
¨

（
十
三
買
よ
♪
）

口
新
幹
線
機
の
薔
■
化

爾
来
慎
型
製
作
指
導
右
は
現
責
に
て
傾
狭
．

遊
興
に
Ｌ．
て
況
薄
た
鶯
新
る
雄
大
な
冑
想
を

持
つ
者
無
し
と
晰
じ
縄
ろ
現
下
、
進
歩
的
な

諸
君
は
新
π
な
光
明
を
見
出
さ
れ
た
事
と
存

じ
ま
す
。

「
合
理
性
は
常
に
勝
者
た
リ
ピ
此
の
故
こ
私

は
理
由
こ
体
行
す
る
．責
行
力
を
涵
ぇ
、
そ
れ

撤』諄帥　　　　̈
　　　卸卸掛脚性

レ
つ
つ
棋
　
　
　
　
■
　
　
　
と
し
て
っ
愴

伊
と
光
榮
　
　
　
　
で
　
　
　
す
。

旨
ザ
錫
・
ド
は
何
れ
も
中
學
３
年
頃
よ
り
現

今
江
到
る
迄
の
苦
心
の
結
品
が
近
頃
完
威
見

込
の
付

い
た
■
７
ぁ
百
涯
ｒ
８
１
∽
いヽ

の
　
一

例
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
」

い
す
れ
椰
を
改
め
解
遠
致
し
ま

，
キ
が
、
根
氣

よ
く
情
菫
こ
雄
大
な
新
幹
線
建
出
の
第

一歩

を
竃
Ｉ
写
明
し
、
昭
和
二
十
二
年
繊
薄
特
冨

”
の
最
後
を
括
ザ
言
葉
二
し
ま
す
“

（本
編

完
）

が
な
か

な
か
出

来
な
い

。
」〓
恒
で

す
か
ら

皆
さ
ん

・
０
工
具

壼
か
ら

新
た
な

研
究
の

生
れ
る

こ
と
を

切
饉
し

て
巳
ま

な
い
次

第
で
す


